
新設学部等の広報

既存学部・大学院等の広報充実

大学公式Ｗｅｂサイトのリニューアル

高校訪問用資料の作成

大学紹介ＤＶＤの制作

『続 マンガで読む新島襄』英語版の制作

その他企画広報事業の充実（ビジネス誌による広報企画など）

経営戦略懇談会の実施

夢告館　文献室の整備（文化情報学部・文化情報学研究科）

教育活動用学外施設の賃借（政策学部・総合政策科学研究科）

寒梅館　講師控室等の整備（司法研究科）

自習用英語ソフトの導入

教室および貸出用マルチメディア機器の整備・更新

教室音響設備の整備・更新

動画配信サーバの増強とコンテンツ管理システムの拡充

ＡＶ教卓とマイクの連動化によるキーレス利用の実現

ＩＣカード対応入退室管理システムの導入

遠隔講義システムの更新

マイク調整室業務の増強

研究者情報データベースの更新

知財管理システムの更新

教務事務環境の整備（教務システム修正等）

今出川図書館の整備（閲覧室等の改修、レファレンス業務の増強）

企画広報活動・管理運営

外国語能力テスト等の実施

高大連携教育事業の実施

司法研究科の教育支援
（アカデミック・アドバイザー制度充実、判例法令DB整備他）

社会福祉教育・研究支援センター事業の推進
（社会学部・社会学研究科）

企業法務プロフェッショナルの育成（法学部・法学研究科）

入学前準備教育・事前学習プログラムの実施（商学部・商学研究科）

教育・研修プログラムと地域公共人材大学連携事業の実施
（政策学部・総合政策科学研究科）

政策提案能力を養う理論と実践との交流教育事業の実施
（政策学部・総合政策科学研究科） 

文理融合型教育による課題解決能力の育成事業の実施
（文化情報学部・文化情報学研究科）

大学院生の英語能力向上への支援（理工学部・工学研究科）

研究センター連携型オープンフィールド教育事業の実施
（心理学部・心理学研究科）

Ｓｔｕｄｙ Ａｂｒｏａｄの実施（グローバル・コミュニケーション学部）

教員用ＦＤハンドブックの作成

教員の海外派遣制度の充実

先端的教育研究拠点の基盤整備

教育研究条件の充実

課外活動用学外施設の賃借

寒梅館ハーディーホールのプロジェクター更新

奨学金・貸与金システムの更新

私費外国人留学生奨学金の新設

司法研究科特別奨学金の新設

学生生活支援の充実

今出川校地整備事業

徳照館昇降機の更新（今出川）

継志館の整備（今出川）

大成寮厨房空調機の新設（今出川）

香柏館および自然系実験実習棟の整備（京田辺）

多目的ホール外装の改修（京田辺）

高圧ケーブルの更新（京田辺）

快風館空調機の更新（京田辺）

体育施設の整備（昇降機更新、空調機新設など）（京田辺）

創考館空調機の増設（京田辺）

建設事業

今出川校地施設設備の更新（アーモスト館改修）

京田辺校地施設のライフサイクル修繕
（至心館空調機更新、知真館他トイレ改修、デイヴィス記念館改修）

特定化学物質等を取扱う実験室等の環境測定業務委託

今出川校地整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の実施

施設設備の整備および維持管理、省エネルギー化

教育研究環境の整備

2011年度大学予算について財務部 経理課

　少子化と不安定な経済状況の中、私立大学は厳しい競争的環境にさらされていますが、高等教育機関の使命として、国際化の推進や大学教育における質の保証

等、さらなる大学改革が求められています。このような環境の下、本学は教育理念の一つである国際主義をさらに促進し、グローバル化された社会で活躍できる人物

を育成するため、国際的教育研究拠点としてハード・ソフト両面の充実に取り組んでいかなければなりません。

　2011年度は、京田辺校地にグローバル・コミュニケーション学部、今出川校地に国際教育インスティテュート、木津川市に大学附属として国際人の育成を初等教育

段階から担う国際学院を開設しました。さらに、国際的な地域理解能力を持つ人物の育成を目指す学部の2013年度開設に向け準備を進めます。

　また、文学部、法学部、経済学部、商学部の1･2 年次生の学修校地を今出川校地に移すため、中学校跡地と烏丸キャンパスにおいて建設事業を進めるとともに、今後

成長が期待される研究分野において世界的なリーダーを養成する「リーディング大学院」の開設構想を具体化していきます。

　2011年度予算は、今出川整備事業に多額の資金を要することから、支出内容の見直しまたは効率化により経費抑制を徹底するとともに、既存の施設設備の整備は

特に緊急性の高い事業を優先的に計上し、限られた財源を効率的に配分することを大原則に編成しています。

  学生生徒等納付金は、新設学部に係る収納がある
ものの、在籍学生数合計は前年度と比較して減少す
るため増収を見込むことができず、前年度に対して7
千万円減の300億8千万円を計上しています。これ以
外の収入については、確実に収入が見込めるものの
みを計上しているため（主な増減理由は表1に注記）、
帰属収入合計は377億9千万円となり、前年度予算に
対して12億9千万円の減収となっています。
  第2号基本金取崩額は大規模な建設工事や研究装
置等の取得資金に充当するもので、2011年度は今出
川校地整備事業への充当額27億円および研究装置
の取得資金6千万円を計上しています。
  当期固定資産除却額8億4千万円は、固定資産（機器
備品）の償却期間完了によるものです。
  特定支出準備金取崩額の内訳は、国際連携推進事
業など使途特定準備金の取崩額です。
  収入の部合計は414億6千万円となり、前年度予算
に対して37億9千万円の減少となります。

  人件費は、退職者数を上回る採用者数の増ならび
に退職給与引当金引当率の上昇などにより、前年度
に対して6億7千万円増の200億5千万円を計上してい
ます。
  事業費は、表1では教育研究経費（減価償却額を除
く）、管理経費（同左）、施設関係支出、設備関係支出お
よび予備費に仕訳されていますが、全体では対前年
度比28億1千万円減の総額192億9千万円を計上して
います（事業別予算額は表2参照）。経常的経費につい
ては前年度予算を基準として計上し、管理経費につ
いては一部の重点項目を除いて極力節減を図るとと
もに、建設事業では今出川校地整備事業を除き緊急
性の高い事業のみを優先的に計上したため、前年度
と比較して減少しています。
  徴収不能引当金繰入額8千万円は、学費および学資
貸付金の徴収不能見込額に対する引当金に繰り入
れる額です。
　繰入金5億3千万円は、法人内諸学校への資金調達

額5億円などを計上しています。
  第2号基本金組入額は、大学今出川校地整備資金
20億円で、組入計画に基づくものです。
　特定支出準備金繰入額の内訳は、COE形成基金へ
の繰入額2億円などです。
  支出の部合計は460億3千万円となり、前年度予算
に対して29億9千万円の減少となります。

 収入の部合計から支出の部合計を差し引いた当年
度消費収支差額は、45億7千万円の消費支出超過と
なります。消費支出準備金を取崩すことにより、最終
的には25億3千万円の消費支出超過となります。

（本文中の金額については1千万円未満を四捨五入しています）

収入の部 支出の部

収支差額の部

主な新規事業
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借入金等収入、繰出金
0.6%(2億円) 固定資産除却額

2.0%(9億円)

手数料
4.1%(17億円)

寄付金 
0.4%(2億円)

補助金 8.6%
(36億円)

その他の収入
5.0%(20億円)

基本金取崩
準備金取崩
6.8%(28億円)

減価償却額
7.5%(34億円)

基本金組入
準備金繰入
5.3%(24億円)

財務費
1.8%(8億円)

予　　算

予　　算

予　　算

事　　業　　費　　内　　訳

7,576,270
1,997,360
111,820
757,260
1,152,720
840,140
521,050
756,640
685,120
754,160
1,152,270
501,700
546,830
103,740
760,730
760,730
1,613,520
1,613,520
925,980
925,980
722,550
551,820
170,730
5,993,120

0
307,530
240,000

19,291,970

財 　 務 　 費 　 内 　 訳

206,080
15,610
3,600
77,810
533,080
836,180

事　業　項　目

事　業　項　目

事　業　項　目

事　業　項　目

予　　算

2,000,000
2,000,000

0
164,500

0
43,290
210,910
2,418,700

基 本 金 ・ 準 備 金 内 訳

事　業　別　予　算　総　括　表

第2号基本金組入額

　大学今出川校地整備資金

第3号基本金組入額

第4号基本金組入額

翌年度基本金組入額繰延額

前 期 末 未 払 金

特定支出準備金繰入額

基本金・準備金小計

20,049,570
19,291,970
2,418,700
836,180
3,437,950
46,034,370

■収支構成図

■事業別予算書（表2）

支　　出　　の　　部

収　支　差　額　の　部
科　　　　　目 増　　　　減予　　　　算

科　　　　　目

(            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　)(            　　　 　)

［           　　　 　］

［           　　　 　］

予　　　　算 前年度予算 増　　　　　減 主　　な　　増　　減　　理　　由　　

(                           )
(                           )
(                           )
(                           )
(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )
(                           )
(                           )
(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )

(                           )
(                           )

[                           ]

[                           ]

[                            ]

（単位：千円）

前年度予算

■2011年度収支予算書（表1）

収　　入　　の　　部

支　　出　　の　　部

収　支　差　額　の　部
科　　　　　目 増　　　　減予　　　　算

科　　　　　目

当 年 度 消 費 収 支 差 額
消 費 支 出 準 備 金 繰 入 額
消 費 支 出 準 備 金 取 崩 額
繰入取崩後消費収支差額
前年度繰越消費収支差額
翌年度繰越消費収支差額

(            　　　 　) (            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　) (            　　　 　) (            　　　 　)

(            　　　 　)

(            　　　 　)

(            　　　 　)

(            　　　 　)

(            　　　 　)

(            　　　 　) (            　　　 　) (            　　　 　)

［           　　　 　］［           　　　 　］［           　　　 　］

［           　　　 　］

［           　　　 　］

［           　　　 　］［           　　　 　］

［           　　　 　］

予　　　　算 前年度予算 増　　　　　減

科　　　　　目 予　　　　算 前年度予算 増　　　　　減

（単位：千円）

30,145,000

1,681,300

295,990

3,881,330

869,340

384,620

585,400

720,000

393,890

123,710

39,080,580

3,520,000

1,919,920

0

125,460

5,565,380

600,510

45,246,470

△67,640

18,450

△ 124,070

△ 304,630

△ 241,800

△ 384,620

△ 230,000

 160,530

△ 153,710

33,990

△ 1,293,500

△ 760,000

△ 1,075,380

0

△ 125,460

△ 1,960,840

△ 530,910

△ 3,785,250

前年度予算

2011年4月1日から2012年3月31日まで

△ 4,573,150

0

2,046,050

△ 2,527,100

△ 30,687,810

△ 33,214,910

△ 3,777,120

0

3,110,100

△ 667,020

△ 30,020,790

△ 30,687,810

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金
分 担 金
帰 属 収 入 合 計
第２号基本金取崩額
当期固定資産除却額
借 入 金 等 収 入
当 期 末 未 払 金
基本金過年度組入額、未組入額計
特 定 支 出 準 備 金 取 崩 額
収 入 の 部 合 計

30,077,360

1,699,750

171,920

3,576,700

627,540

0

355,400

880,530

240,180

157,700

37,787,080

2,760,000

844,540

0

0

3,604,540

69,600

41,461,220

在籍学生数の減少見込みによる減収等

入学検定料等

寄付教育研究プロジェクト研究活動あて寄付金等、収納が確実なもののみ計上

経常費補助金、大学改革推進等補助金等、収納が確実なもののみ計上

企業からの研究受託に係る受託事業収入等、収納が確実なもののみ計上

退職金財団交付金収入等、収納が確実なもののみ計上

法人内諸学校からの資金調達額の返済額等

法人内諸学校からの法人業務に係る分担金

大学今出川校地整備資金等の取崩額

2001年度取得固定資産の一括除却等

国際連携推進事業に係る準備金の取崩額等 

人 件 費
教 育 研 究 経 費
　 消 耗 品 費 他
　 減 価 償 却 額
管 理 経 費
　 消 耗 品 費 他
　 減 価 償 却 額
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額
徴収不能引当金繰入額
繰 入 金
予 備 費
消 費 支 出 合 計
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
前 期 末 未 払 金
第２号基本金組入額
第３号基本金組入額
第４号基本金組入額
基本金要組入額、当年度組入額計
特 定 支 出 準 備 金 繰 入 額
支 出 の 部 合 計

19,376,380

14,747,850

11,463,170

3,284,680

1,588,930

1,440,980

147,950

19,720

271,510

138,420

900,000

115,000

37,157,810

7,009,720

2,076,990

206,080

100,360

2,000,000

0

119,800

11,512,950

352,830

49,023,590

20,049,570

13,906,400

10,614,140

3,292,260

1,524,260

1,378,570

145,690

15,610

3,600

77,810

533,080

240,000

36,350,330

5,690,890

1,368,370

206,080

43,290

2,000,000

0

164,500

9,473,130

210,910

46,034,370

673,190

△ 841,450

△ 849,030

7,580

△ 64,670

△ 62,410

△ 2,260

△ 4,110

△ 267,910

△ 60,610

△ 366,920

125,000

△ 807,480

△ 1,318,830

△ 708,620

0

△ 57,070

0

0

44,700

△ 2,039,820

△ 141,920

△ 2,989,220

教員増員、定期昇給の必要額

主な新規事業参照

主な新規事業参照

借入金残高の減少

法人内諸学校への資金調達等

経理規程（経常勘定における帰属収入の7/1000 以上を計上）に基づく

主な新規事業参照

主な新規事業参照

学校法人会計基準に定める「恒常的に保持すべき資金の額」との差額を組入

人 件 費
事 業 費
基 本 金 ・ 準 備 金 
財 務 費 
減 価 償 却 額 
支 出 の 部 合 計 

教 育 研 究 費 
研 　 究 　 費
研 究 所 経 費
実 験 実 習 費
教 育 研 究 援 助 費
情報処理教育研究費
学術情報整備充実費
国 際 交 流 関 係 費
入 学 試 験 経 費
教 学 事 務 運 営 費
学 生 経 費 
奨 学 援 助 費
学 生 生 活 助 育 費
学 寮 費
施設・設備整備充実費
施設・設備等整備充実費
施設・設備維持管理費 
施設・設備等維持管理費
維 持 運 営 費 
通 信費・光熱水費
一 般 管 理 費 
一 般 管 理 費
教職員福利厚生費
特別事業費（建設事業等）
新設学部・研究科関連経費
法 人 経 費 
予 備 費 
事 業 費 小 計 

借入金等返済支出
借入金等利息支出
資 産 処 分 差 額 
徴収不能引当金繰入額 
繰 入 金
財 務 費 小 計 

主 な 内 訳 ま た は 増 減 理 由

主 な 内 訳 ま た は 増 減 理 由

事業費内訳

学生経費
6.0%(12億円)

施設・設備
整備充実費
3.9%(8億円)

施設・設備維持管理費
8.4%(16億円)

維持運営費
4.8%(9億円)

一般管理費
3.7%(7億円)

特別事業費
31.1%(60億円)

予備費
1.2%(2億円)

法人経費
1.6%(3億円)

収入の部 支出の部

収入の部合計  415億円 （うち帰属収入  378億円） 支出の部合計  460億円 （うち消費支出　364億円） 事業費内訳計  193億円（うち教育研究費　76億円）

■収支構成図

教育研究費
39.3%
(76億円)

人件費
43.4%
(201億円)

事業費
42.0%
(193億円)

学生生徒等納付金
72.5%
(301億円)
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キ ャ ン パ ス ニ ュ ー ス

　
同
志
社
総
長
賞

は
、学
校
法
人
同

志
社
に
お
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
及

び
文
化
活
動
の
国

際
大
会
、国
際
コ

ン
ク
ー
ル
等
で
入

賞
を
果
た
し
た
優

秀
な
学
生
、生
徒
、

児
童
又
は
園
児
に

対
し
て
、総
長
が
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

2
0
0
3
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
た
賞
で
あ
る
。

　
2
0
1
0
年
度
は
、大
学
長
か
ら
の
推
薦
で

個
人
5
名
と
1
団
体（
4
名
）の
受
賞
を
決
定

し
、3
月
26
日
に
表
彰
式
を
神
学
館
礼
拝
堂
で

執
り
行
っ
た
。受
賞
者
は
、I
R
B
ア
ジ
ア
ラ
グ

ビ
ー
セ
ブ
ン
ズ
シ
リ
ー
ズ
2
0
1
0 

上
海
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
第
3
位
の
正
海
智
大
さ
ん（
法
学
部
）、

第
8
回
世
界
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大

会 

女
子
団
体
第
3
位
の
足
立
奈
穂
さ
ん（
商
学

部
）、第
16
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会 

ク
リ
ケ
ッ
ト
第

3
位
の
吉
田
侑
加
さ
ん（
理
工
学
部
）、第
5
回

F
I
N
A
シ
ン
ク
ロ
ワ
ー
ル
ド
ト
ロ
フ
ィ
ー
大

会
で
総
合
・
シ
ー
マ
テ
ィ
ッ
ク
チ
ー
ム
・
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
で
第
5
位
、ハ
イ
ラ
イ
ト

ル
ー
テ
ィ
ン
で
第
6
位
の
大
西
春
菜
さ
ん（
ス

ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
）、同
大
会
で
大
西
さ
ん
の

成
績
に
加
え
シ
ー
マ
テ
ィ
ッ
ク
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
も

第
4
位
を
獲
得
し
た
川
合
結
万
さ
ん（
ス
ポ
ー

ツ
健
康
科
学
部
）、そ
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
チ
ャ
ン
ラ

　
2
0
1
0
年
度
体
育
会
表

彰
式
が
、3
月
5
日
に
神
学
館

礼
拝
堂
に
て
行
わ
れ
た
。こ
の

表
彰
式
は
、世
界
、全
国
、西
日

本
規
模
の
大
会
等
に
お
い
て

峰（
6,
5
6
3
m
）に
世
界
初
の
登
頂
を
果
た

し
た
体
育
会
山
岳
部
・
西
北
ネ
パ
ー
ル
登
山
隊

2
0
1
0
の
小
林
博
史
さ
ん（
政
策
学
部
）、山
口

尚
紀
さ
ん（
商
学
部
）、中
務
成
哉
さ
ん（
社
会
学

部
）、柴
山
雄
太
さ
ん（
法
学
部
）で
あ
っ
た
。

（
法
人
事
務
室
）

　
3
月
16
日（
水
）、

寒
梅
館
ハ
ー

デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
、

2
0
1
0
年
度
文

化
系
公
認
団
体
祝

賀
会
お
よ
び
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
祝
賀
会
は
、文

化
系
公
認
団
体
で

活
躍
し
て
き
た
4

年
次
生
の
卒
部
を

祝
う
も
の
で
、
同

時
に
年
間
を
通
じ

て
目
覚
ま
し
い
活

躍
を
見
せ
た
文
化

系
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

ル
へ
の
表
彰
式
も

兼
ね
て
い
る
。全
国

規
模
の
大
会
等
で

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
活

躍
を
見
せ
た
団
体
、

社
会
貢
献
性
の
高
い
活
動
を
行
っ
た
団
体
、学
生

ら
し
い
創
意
工
夫
が
見
ら
れ
た
団
体
が
対
象
と

な
り
、今
回
は
以
下
の
19
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
今
回
大
賞
と
な
っ
た
法
学
研
究
会
は
、関
西
学

生
法
律
討
論
会
で
の
春
秋
2
度
に
わ
た
る
好
成

績
に
よ
り
出
場
し
た
第
60
回
全
日
本
学
生
法
律

討
論
会
・
立
論
の
部
で
見
事
優
勝（
1
9
6
6
年

第
16
回
大
会
以
来
2
度
目
）を
飾
っ
た
こ
と
や
、

弁
護
士
の
少
な
い
地
域
で
無
料
で
行
う「
移
動
法

律
相
談
」な
ど
の
地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
た
。

■
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
大
賞

法
学
研
究
会

■
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
優
秀
賞

軽
音
楽
部
、将
棋
研
究
会
、E.
S.
S.
デ
ィ
ベ
ー

ト
セ
ク
シ
ョ
ン
、應
援
團
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

■
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
優
良
賞

交
響
楽
団
、應
援
團
吹
奏
楽
部
、グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
地
域
貢
献
賞

茶
道
部
、広
告
研
究
会

■
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
奨
励
賞

環
境
問
題
研
究
会
、
国
際
居
住
研
究
会
、

E.
S.
S.
ス
ピ
ー
チ
セ
ク
シ
ョ
ン
、同
法
会
、書

道
部
、学
生
新
聞
局
、学
生
放
送
局
、人
力
俥
友

之
会
、学
生
混
声
合
唱
団
C.
C.
D.

（
広
報
課
）

同
志
社
総
長
賞
表
彰
式

2
0
1
0
年
度
体
育
会
表
彰
式

文
化
系
公
認
団
体
祝
賀
会

お
よ
び
表
彰
式

優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
体
育
会
所
属
の
部
や

個
人
の
功
績
を
称
え
て
表
彰
す
る
も
の
で
、大
学

と
体
育
会
本
部
が
共
催
し
て
い
る
。

　
式
は
八
田
英
二
学
長
の
式
辞
、大
谷
實
総
長
お

よ
び
濱
直
樹
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
会
長

か
ら
受
賞
者
を
讃
え
る
祝
辞
が
あ
り
、続
い
て
石

川
健
次
郎
体
育
会
長
の
挨
拶
の
後
、最
優
秀
部
賞

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、準
硬
式
野
球
部
、日
本
拳
法

部
、山
岳
部
、ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部
）と
最
優
秀
選

手
賞（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
・
土
岐
秀
幸
さ
ん
、同
・
足

立
奈
穂
さ
ん
、ボ
ー
ド
セ
イ
リ
ン
グ
部
・
増
渕
聖

士
さ
ん
、フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
・
山
口
博
之
さ
ん
、自

転
車
競
技
部
・
畑
段
嵐
士
さ
ん
、空
手
道
部
・
中
村

公
輔
さ
ん
、日
本
拳
法
部
・
赤
井
優
生
さ
ん
、同
・

近
藤
結
里
菜
さ
ん
、ラ
グ
ビ
ー
部
・
正
海
智
大
さ

ん
、水
泳
部
・
川
合
結
万
さ
ん
、ス
キ
ー
部
・
内
山

萌
さ
ん
、テ
ニ
ス
部
・
佐
野
光
さ
ん
）の
表
彰
に
続

き
、優
秀
部
賞
12
部
、優
秀
選
手
賞
20
名
、奨
励
賞

（
団
体
の
部
14
部
、個
人
の
部
79
名
）、新
人
賞
14

名
、同
志
社
ス
ポ
ー
ツ

ユ
ニ
オ
ン
功
労
賞
が
そ

れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、体
育
会
委

員
長
に
よ
る
謝
辞
、前

体
育
会
委
員
長
の
答

辞
、
銅
正
宏
学
生
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら

来
シ
ー
ズ
ン
も
一
層
の
飛
躍
を
期
待
す

る
旨
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、最
後
に
出
席

者
一
同
で
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
斉
唱
し
、

式
が
締
め
く
く
ら
れ
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
支
援
課
）
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2
0
1
0
年
度
　
募
金
事
業
実
績
報
告
書（
2
0
1
0
年
4
月
～
2
0
1
1
年
3
月
入
金
分
）

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

新
校
舎
建
設

資
金
募
金

同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

サ
ポ
ー
ト
募
金

在
学
生
父
母

在
学
生
父
母

教
職
員

教
職
員

計

在
学
生
父
母

教
職
員

計

卒
業
生
、一
般
、法
人

卒
業
生
、一
般
、法
人

計

210
件

152
件

30
件

30
件

178
件

1
件

16
件

455
件

95
件

4
件

21
件

215
件

26
件

125
件

2
0
1
0
年
度
に
実
施
し
た
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
烏
丸

キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
設
工
事
の
た
め
の
資
金
と
し
て
活
用
。詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w

.d
o

sh
ish

a
.a

c.jp
/

g
ra

n
d

d
e

sig
n

/in
d

e
x.h

tm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
0
1
0
年
度
に
実
施
し
た
知
真
館
改
修
工
事
お
よ
び
今
出
川
各
館

防
災
シ
ス
テ
ム
更
新
工
事
を
行
う
な
ど
、施
設
整
備
資
金
と
し
て
活
用

■
建
設
事
業
の
詳
細
は
、学
校
法
人
同
志
社
発
行「
事
業
報
告
書
2
0
1
0
」

（
同
志
社
大
学
2
0
1
0
年
度
の
事
業
実
績
）に
記
載
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
0
年
度
に
実
施
し
た
特
定
寄
付
奨
学
金
給
付
の
資
金

と
し
て
活
用

給
付
件
数
34
件
、給
付
総
額
1
0,
2
0
0
千
円

残
額
は
2
0
1
1
年
度
の
同
奨
学
金
資
金
と
し
て
繰
越

2
0
1
0
年
度
に
実
施
し
た
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
教
職
員
、学
生
、生
徒
と
産
・
官
・
学
・
地
域
の
連
携
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の
支
援
資
金
と
し
て
活
用

募
金
事
業

寄
付
件
数
お
よ
び
金
額

使
　
途

教
育
研
究
施
設
等

整
備
資
金
募
金

奨
学
金
資
金
募
金

卒
業
生
、一
般
、法
人

卒
業
生
、一
般
、法
人

計

1
5
、3
9
2
、8
0
0
円

1
2
、8
4
3
、0
0
0
円

3
、1
2
8
、0
0
0
円

7
、0
7
9
、4
1
9
円

1
6
、7
6
9
、5
0
9
円

5
、0
0
0
円

9
6
、0
0
0
円

2
0
8
、7
1
9
、3
2
0
円

5
、0
0
1
、9
2
0
円

4
、7
8
3
、9
6
0
円

4
、8
8
4
、9
6
0
円

1
8
6
、2
4
7
、1
0
1
円

3
、9
2
6
、5
0
9
円

8
、1
2
9
、9
2
0
円

　
な
お
、奨
学
金
資
金
募
金
で
は
3
月
末
ま
で

に
、卒
業
生
お
よ
び
教
職
員
の
方
々
か
ら
以
下
の

と
お
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
2
0
1
0
年
度
協
力
者
ご
芳
名

　（
2
0
1
1
年
2
月
～
3
月
申
込
分
　
順
不
同
　
敬
称
略
）

【
卒
業
生
、ご
父
母
、一
般
】

※
教
育
研
究
施
設
等
整
備
資
金
募
金
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー

ト
募
金
の
ご
芳
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、別
途
芳
名
録
を
作
成
し

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
個
人
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
ご
寄
付

を
募
る
こ
と
を
目
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

募
金
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。皆
さ
ま
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

U
RL

　h
ttps://bokin.dosh

ish
a.ed.jp

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
募
金
で
は
以
下
の
払
込

方
法
を
ご
選
択
い
た
だ
け
ま
す
。 

1 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

2 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

3 

口
座
振
替

 

　
こ
れ
ら
の
募
金
事
業
に
つ
い
て
は
、本
年
度

以
降
も
社
会
各
界
に
対
し
て
継
続
的
に
呼
び
か

け
を
行
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
財
務
部
資
金
課
）

　
本
学
で
は
、か
ね
て
か
ら
ご
父
母
、教
職
員
は

も
と
よ
り
広
く
社
会
全
般
に
向
け
て
募
金
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
研
究

環
境
の
再
整
備
を
目
的
と
し
た「
今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
新
校
舎
建
設
資
金
募
金
」、教
育
研
究
活
動

を
展
開
す
る
施
設
設
備
の
整
備
を
目
的
と
し
た

「
教
育
研
究
施
設
等
整
備
募
金
」、経
済
的
困
窮

に
苦
し
む
学
生
を
支
え
る
特
定
寄
付
奨
学
金
制

度
の
資
金
に
充
て
る「
奨
学
金
資
金
募
金
」、次

代
を
拓
く
情
報
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す

る「
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ

ポ
ー
ト
募
金
」事
業
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
に
対

し
て
ご
父
母
、卒
業
生
、法
人
、教
職
員
な
ど
多
方

面
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、集
ま
っ
た
資
金
を

活
用
し
て
所
期
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
も
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
の
賜
物
と
、厚

く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。2
0
1
0
年
度
の
募
金

事
業
の
実
績
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
ご
報
告
し

ま
す
。

　
3
月
23
日
、京
田
辺
校
地
同
志
社
ロ
ー
ム
記

念
館
劇
場
空
間
で
、2
0
1
0
年
度
同
志
社
ロ
ー

ム
記
念
館
大
賞
発
表
会
を
開
催
し
た
。同
志
社

ロ
ー
ム
記
念
館
大
賞
は
、1
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
や
成
果
を
評
価
し
、最
も
優
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
顕
彰
す
る
制
度
で
、今
回
の
受
賞
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

■
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
大
賞

『
e
a
s
y
京
都
観
光
』（
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

■
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
大
賞
優
秀
賞

『
R
O
B
O
+
』（
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

『
音
楽
療
法
の”
宝
物“
・
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

（
公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　
こ
の
他
、外
部
審
査
員
特
別
賞
2
件
、メ
ン

バ
ー
の
投
票
に
よ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
ッ
グ
賞
、

個
人
賞（
M
V
P
）も
発
表
、表
彰
さ
れ
た
。本

年
度
も
コ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
メ
ン
バ
ー

が
イ
ベ
ン
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
、本
年
度
の
活
動
を
締
め
く
く
っ
た
。

2
0
1
1
年
度
は
、誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
4
チ
ー

ム
、公
募
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
3
チ
ー
ム
と
、コ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
2
チ
ー
ム
の
計
9
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。（

京
田
辺
校
地
総
務
課
）

2
0
1
0
年
度

同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館

大
賞
発
表
会
開
催

同
志
社
大
学
の
募
金
事
業

3
0
0
、0
0
0
円

3
0
、0
0
0
円

1
0
、0
0
0
円

ご
芳
名
の
み

株
式
会
社
バ
ン
・
ネ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム

同
志
社
45
東
京
ク
ラ
ブ

水
谷 

晴
夫

眞
下 

昌
久

寺
澤 

正
雄
、髙
津 

世
紀
、川
村 

修
一
、小
合 

洋
一

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
設
立
2
0
0
年
記
念
　

　
　
ま
か
れ
た
種
―
神
戸
女
学
院
と
同
志
社
―
」

　
開
港
地
・
神
戸
と
古
都
・
京
都
に
ま
か
れ
た
2

つ
の
種
―
神
戸
女
学
院
と
同
志
社
は
、ア
メ
リ
カ

ン
・
ボ
ー
ド（
ア
メ
リ
カ
最
古
の
海
外
伝
道
団
体
）

第
39
回

N
e
e
s
i
m
a 

R
o
o
m
企
画
展
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新
任
教
員
紹
介
授
業
科
目
を
担
当
す
る
専
任
教
員
を
紹
介
し
ま
す
。

①
所
属
　
②
職
名
　
③
主
な
担
当
科
目

小
田
切 

康
彦

（
こ
た
ぎ
り 

や
す
ひ
こ
）

①
高
等
研
究
教
育
機
構

　
お
よ
び
政
策
学
部

②
特
別
任
用
助
教

③
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
論

山
村 

り
つ

（
や
ま
む
ら 

り
つ
）

①
高
等
研
究
教
育
機
構

　
お
よ
び
社
会
学
部

②
特
別
任
用
助
教

③
社
会
福
祉
学
基
礎
演
習

安
心
の
社
会
保
障
改
革

橘
木
俊
詔  

著
　
東
洋
経
済
新
報
社
　
1,
8
0
0
円 

歴
史
の
桎
梏
を
越
え
て

浅
野
亮  

他 

執
筆
　
千
倉
書
房
　
5,
5
0
0
円

民
事
訴
訟
法
第
2
版

上
北
武
男
　
川
島
四
郎  

他 

執
筆
　
悠
々
社
　
3,
5
0
0
円

会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
16 

社
債

森
本
滋
　
他 

編
　
商
事
法
務
　
6,
5
0
0
円

新
島
襄
教
育
宗
教
論
集

伊
藤
彌
彦
　
本
井
康
博
　
他 

編
　
岩
波
書
店
　
8
4
0
円

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
経
済
分
析

五
百
旗
頭
真
吾
　
他 

執
筆
　
有
斐
閣
　
4,
4
0
0
円

拡
大
生
産
者
責
任
の
環
境
経
済
学 

郡
嶌
孝
　
他 

執
筆
　
昭
和
堂
　
4,
8
0
0
円

実
用 

材
料
の
表
面
機
能
化
設
計
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

森
康
維
　
他 

執
筆
　
産
業
技
術
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
4
2,
0
0
0
円	

業
績
管
理
会
計

中
川
優
　
他 

執
筆
　
中
央
経
済
社
　
3,
6
0
0
円

法
意
識
と
紛
争
行
動

木
下
麻
奈
子
　
他 

編
著
　
東
京
大
学
出
版
会
　
5,
6
0
0
円

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
前
半
の
社
会
と
文
化

玉
井
史
絵
　
他 

執
筆
　
渓
水
社
　
7,
5
0
0
円

民
法
I 

総
則

石
田
剛
　
他 

執
筆
　
有
斐
閣
　
2,
6
0
0
円

国
際
教
育
協
力
の
社
会
学

内
田
康
雄
　
他 

執
筆
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
2,
6
0
0
円

相
談
援
助
の
基
盤
と
専
門
職
第
2
版

空
閑
浩
人
　
他 

執
筆
　
中
央
法
規
　
2,
6
0
0
円

地
域
福
祉
の
理
論
と
方
法
第
2
版

上
野
谷
加
代
子
　
永
田
祐
　
他 

執
筆
　
中
央
法
規
　
2,
6
0
0
円

国
際
関
係
法〔
私
法
系
〕

林
貴
美
　
他 

執
筆
　
法
学
書
院
　
2,
4
0
0
円

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
社
会
経
済
史

川
越
修
　
他 

著
　
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
　
2,
4
0
0
円

個
人
の
な
か
の
社
会

及
川
昌
典
　
他 

著
　
誠
信
書
房
　
4,
4
0
0
円	

市
政
の
形
成

伊
多
波
良
雄
　
他 

編
　
京
都
市
　
6,
4
5
0
円	

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
て
き
た

最
新
の
生
活
習
慣
病
健
診
と
対
策
の
す
べ
て

米
井
嘉
一
　
他 

執
筆
　
ラ
イ
フ
･
サ
イ
エ
ン
ス
･
セ
ン
タ
ー
　
5,
8
0
0
円	

社
会
人
の
た
め
の
大
学
院
案
内

山
田
礼
子
　
著
　
P
H
P
研
究
所
　
1,
3
5
0
円

経
済
は
地
球
を
ま
わ
る

浜
矩
子
　
著
　
筑
摩
書
房
　
1,
2
0
0
円

正
典
と
し
て
の
ク
ル
ア
ー
ン

中
田
考
　
著
　
ム
ス
リ
ム
新
聞
社
　
6
0
0
円

イ
ス
ラ
ー
ム
私
法
・
公
法
概
説

中
田
考
　
著
　
日
本
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
協
会
　
非
売
品

現
代
ア
メ
リ
カ
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

山
田
礼
子
　
他 

執
筆
　
東
信
堂
　
2,
8
0
0
円	

	
	

2
0
1
1
年
日
本
経
済

浜
矩
子
　
他 

著
　
東
洋
経
済
新
報
社
　
1,
5
0
0
円	

	

日
米
中
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

毛
利
亜
樹
　
他 

訳
　
岩
波
書
店
　
4,
7
0
0
円	

各
国
憲
法
の
差
異
と
接
点

尾
形
健
　
他 

執
筆
　
成
文
堂
　
1
5,
0
0
0
円

モ
ダ
ン
に
し
て
ア
ン
チ
モ
ダ
ン

圓
月
勝
博
　
他 

執
筆
　
研
究
社
　
4,
0
0
0
円

人
権
の
射
程

尾
形
健
　
他 

執
筆
　
法
律
文
化
社
　
3,
3
0
0
円		

	

風
紋
の
日
々

前
田
達
明
　
著
　
成
文
堂
　
2,
5
0
0
円	

組
織
変
更
，合
併
，会
社
分
割
，株
式
交
換
等（
2
）

森
本
滋
　
他 

編
　
商
事
法
務
　
5,
0
0
0
円

検
証「
前
期
旧
石
器
遺
跡
発
掘
捏
造
事
件
」

松
藤
和
人
　
著
　
雄
山
閣
　
1,
6
0
0
円

拡
大
す
る
社
会
格
差
に
挑
む
教
育

太
田
肇  

浦
坂
純
子  

八
木
匡  

山
田
礼
子  

他 

執
筆  

東
信
堂  

2,
4
0
0
円

18
歳
か
ら
は
じ
め
る
民
法

野
々
村
和
喜
　
他 

著
　
法
律
文
化
社
　
2,
2
0
0
円

租
税
法
の
発
展

田
中
治
　
他 

執
筆
　
有
斐
閣
　
1
3,
0
0
0
円

感
情
心
理
学
・
入
門

余
語
真
夫
　
他 

執
筆
　
有
斐
閣
　
1,
9
0
0
円	

無
縁
社
会
の
正
体

橘
木
俊
詔
　
著
　
P
H
P
研
究
所
　
1,
3
0
0
円

会
社
法
・
商
行
為
法
手
形
法
講
義

森
本
滋
　
著
　
成
文
堂
　
2,
8
0
0
円	

	
	

女
性
と
労
働

三
山
雅
子
　
他 

執
筆
　
大
月
書
店
　
2,
6
0
0
円	

越
境
す
る
ケ
ア
労
働

峯
陽
一
　
他 

執
筆
　
日
本
経
済
評
論
社
　
4,
4
0
0
円

犯
罪
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー

川
崎
友
巳
　
著
　
成
文
堂
　
1,
8
0
0
円

生
き
る

岡
野
八
代  

山
森
亮  

他 

著  

岡
野
八
代  

他 

編  

風
行
社  

2,
4
0
0
円

民
事
訴
訟
法 

岡
田
幸
宏
　
他 

執
筆
　
日
本
評
論
社
　
6,
5
0
0
円

本
学
教
員
の
執
筆
図
書
の
紹
介

図
書
館
調
べ（
価
格
は
税
別
）

塩
﨑 

悠
輝

（
し
お
ざ
き 

ゆ
う
き
）

①
高
等
研
究
教
育
機
構

　
お
よ
び
神
学
部

②
特
別
任
用
助
教

③
未
定

藤
本 

悠

（
ふ
じ
も
と 

ゆ
う
）

①
高
等
研
究
教
育
機
構

　
お
よ
び
文
化
情
報
学
部

②
特
別
任
用
助
教

③
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
サ
ー
チ
Ⅰ

の
強
力
な
支
援
の
も
と
、同
じ
1
8
7
5
年
に
相

前
後
し
て
設
立
さ
れ
た
学
校
で
す
。し
か
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
と
ボ
ー
ド
と
の
関
係
は
、当
初
か

ら
対
照
的
な
も
の
で
し
た
。今
回
の
展
示
は
、学

校
法
人
神
戸
女
学
院
の
協
力
を
得
て
、同
学
院

キ
ャ
ン
パ
ス
外
で
は
初
公
開
と
な
る
資
料
と
、同

志
社
側
の
資
料
と
を
並
べ
、両
校
の
設
立
か
ら
運

営
に
尽
力
し
た
宣
教
師
の
足
跡
と
、そ
れ
に
対
す

る
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
入
れ
方
の
違
い
を
展
観
し

ま
す
。会
期
中
に
は
、１
週
間
の
み
の
特
別
資
料

展
示
も
開
催
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
期
間
】4
月
1
日（
金
）～
7
月
31
日（
日
）

【
時
間
】10
時
～
17
時（
土
・
日
曜
日
は
16
時
ま
で
）

【
閉
室
日
】祝
日

【
会
場
】N
e
e
s
i
m
a  

R
o
o
m（
今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス 

ハ
リ
ス
理
化
学
館
2
階
）

【
主
催
】同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

【
協
賛
】学
校
法
人
　
神
戸
女
学
院

  

公
開
講
演
会

同
志
社
と
神
戸
女
学
院

―
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―

森
孝
一
氏
　
学
校
法
人
神
戸
女
学
院
理
事
長
・
院
長

【
日
時
】6
月
25
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

【
会
場
】ク
ラ
ー
ク
記
念
館
2
階 

ク
ラ
ー
ク・チ
ャ
ペ
ル

  

特
別
資
料
展
示

門
外
不
出
と
さ
れ
て
き
た
神
戸
女
学
院
の
貴
重

資
料
2
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
期
間
】6
月
25
日（
土
）～
7
月
1
日（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

T
E
L:

0
7
5-

2
5
1-

3
0
4
2

※
全
て
入
場
無
料
、事
前
申
し
込
み
不
要
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福井 正興さん

【1994年 商学部卒業】

1971年生まれ、京都府出身。大学卒業
後、野菜・茶業試験場※で2年間、お茶
づくりの基礎を学んだ。94年4月に株
式会社福寿園入社。2001年3月、同社
専務取締役営業本部長、05年4月、同
社取締役副社長に就任。社団法人京
都青年会議所に01年に入会、08年に
は理事長職に就く。日本青年会議所
では09年、10年と副会頭を務め、11年
会頭に選出された。

今 回 の 同 志 社 人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

山
口 

礼
以 

さ
ん

【
商
学
部
4
年
次
生
】

山
口
●
同
じ
商
学
部
の
大
先
輩
と
い
う
こ
と
で
、

ま
ず
な
ぜ
商
学
部
に
進
ま
れ
た
の
か
と
い
う
こ

と
か
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

福
井
●
中
学
や
高
校
の
頃
は
、父
が
旅
行
好
き

で
し
た
の
で
、世
界
の
色
々
な
茶
の
産
地
な
ど
を

一
緒
に
見
て
回
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、自
分
で
は

家
業
が”
お
茶
屋“
だ
と
い
う
実
感
が
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
、い
つ
か
は
会
社
に
入
っ

て
父
の
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
、商
売
の
道
に
進
む
こ
と
を
前
提

に
商
学
部
に
入
る
こ
と
を
、重
要
な
選
択
肢
と
し

て
捉
え
て
い
ま
し
た
。

山
口
●
ど
の
よ
う
な
大
学
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
の

で
す
か
。

福
井
●
お
茶
屋
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、友
人
に
誘
わ
れ
て
茶
道
部
へ
入
り
ま
し

た
。そ
れ
ま
で
お
茶
を
飲
む
機
会
は
た
く
さ
ん
あ
っ

て
も
、自
分
が
お
点
前
を
し
た
こ
と
な
ど
な
か
っ
た

の
で
、何
も
か
も
が
初
め
て
。し
か
し
茶
道
部
で
の

経
験
は
も
ち
ろ
ん
今
の
仕
事
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
し
、学
部
を
超
え
た
友
人
も
で
き
た
の
で
、振

り
返
っ
て
み
る
と
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

山
口
●
卒
業
後
は
す
ぐ
に
福
寿
園
に
入
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

福
井
●
他
の
企
業
に
就
職
を
し
て
、社
会
人
と
し

て
経
験
を
積
ん
で
か
ら
戻
っ
て
く
る
と
い
う
選

択
肢
を
考
え
る
一
方
で
、お
茶
に
関
す
る
知
識
が

も
っ
と
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
も

あ
り
ま
し
た
。お
茶
の
勉
強
を
す
る
の
は
今
し
か

な
い
と
思
い
、静
岡
県
の
金
谷
に
あ
る
、農
林
水
産

省
の
野

※

菜
・
茶
業
試
験
場
で
農
業
技
術
研
修
を
受

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。2
年
間
、寮
生
活
を
し
な

が
ら
研
修
生
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

山
口
●
そ
こ
で
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
勉
強
さ
れ

た
の
で
す
か
。

福
井
●
最
初
の
1
年
間
は
土
づ
く
り
か
ら
始
ま

り
、茶
の
木
を
育
て
茶
葉
を
製
造
し
、販
売
す
る
ま

で
の
工
程
を
学
び
ま
し
た
。2
年
目
は
研
究
室
に

入
っ
て
、半
日
は
勉
強
、あ
と
半
日
は
研
究
と
い
う

生
活
で
し
た
。そ
こ
で
基
本
的
な
お
茶
の
育
成
方

法
や
製
造
方
法
、伝
統
的
な
手
揉
み
の
技
術
な
ど

を
身
に
付
け
て
、修
了
後
に
当
社
へ
入
社
し
ま
し

た
。別
の
企
業
で
5
年
ほ
ど
社
会
人
修
行
を
し
て

か
ら
戻
る
方
が
い
い
の
で
は
、と
も
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、戻
っ
て
き
て
は
ど
う
か
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
た
の
で
。社
長
で
あ
る
父
自
身
の
手
で
教

育
し
よ
う
と
い
う
方
針
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、

私
も
今
と
な
っ
て
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。1

人
の
経
営
者
を
間
近
で
観
察
で
き
ま
す
し
、お
茶

に
つ
い
て
学
べ
る
こ
れ
以
上
の
存
在
は
な
い
わ
け

で
す
か
ら
ね
。

山
口
●
仕
事
を
す
る
う
え
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

福
井
●「
伝
統
は
革
新
の
連
続
」と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、当
社
が
2
2
0
年
続
い
て
い
る
の

株式会社 福寿園 取締役副社長・日本青年会議所会頭

同志社人
訪問 福井正興さんに聞く
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は
ま
さ
に
革
新
を
続
け
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。自
分
自
身
、何
事
に
も
挑
ん
で
い
く
気
持
ち
と

進
取
の
精
神
は
大
事
に
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

山
口
●
そ
の
挑
戦
さ
れ
る
中
に
、「
伊
右
衛
門
」の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
の
販
売
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

福
井
●
お
茶
は
本
来
急
須
で
飲
ん
で
い
た
だ
く
も

の
で
す
が
、そ
の
売
り
上
げ
が
伸
び
悩
む
状
況
を

ど
う
打
開
し
て
い
く
か
と
悩
ん
で
い
た
頃
、代
々

受
け
継
い
で
き
た
家
訓「
無む

声せ
い

呼こ

人じ
ん

」に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。い
い
も
の
を
作
れ
ば
、人
々
に
必
ず
認

め
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
意
味
で
す
が
、今
こ
そ

私
た
ち
の
お
茶
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
。多
く
の
方
に
飲
ん
で
い
た

だ
き
、お
茶
と
い
う
伝
統
文
化
を
伝
え
る
こ
と
が
、

当
社
の
使
命
な
の
で
あ
れ
ば
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
販

売
に
挑
む
決
断
は
必
要
で
し
た
。

山
口
●
発
売
後
、社
内
外
で
変
化
し
た
点
は
あ
り

ま
す
か
。

福
井
●
京
都
に
福
寿
園
と
い
う
お
茶
屋
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、広
く
世
間
に
認
知
し
て
い
た
だ

け
ま
し
た
ね
。お
茶
は
サ
ー
ビ
ス
で
出
て
く
る
も

の
と
い
う
意
識
が
ま
だ
根
強
か
っ
た
中
で
、お
金

を
払
っ
て
お
茶
を
飲
む
と
い
う
行
動
の
す
そ
野
を

広
げ
る
効
果
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
口
●
副
社
長
の
も
う
1
つ
の
顔
で
あ
る
、青
年

会
議
所（
J
C
）の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

福
井
●
29
歳
の
時
に
、同
志
社
大
学
の
先
輩
に
誘

わ
れ
て
京
都
青
年
会
議
所
に
入
会
し
ま
し
た
。市

や
町
の
単
位
で
全
国
に
7
0
4
の
青
年
会
議
所
が

あ
り
、そ
の
1
つ
が
京
都
青
年
会
議
所
で
す
。そ
こ

で
は
、京
都
市
の
人
づ
く
り
や
街
づ
く
り
を
柱
に

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、各
地
の
会

議
所
か
ら
出
向
し
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い

る
の
が
日
本
青
年
会
議
所
。私
は
入
会
し
た
翌
年

に
出
向
し
た
の
で
す
が
、全
国
で
4
万
人
の
会
員

を
抱
え
る
団
体
で
す
か
ら
、す
ぐ
に
友
人
が
増
え

ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
学
び
を
い
た
だ
き
、京
都
の

仲
間
や
多
く
の
先
輩
の
応
援
を
い
た
だ
き
会
頭
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
口
●
日
本
青
年
会
議
所
の
会
頭
に
ま
で
な
ら

れ
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、ご
自
身
の
思
い
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

福
井
●
わ
れ
わ
れ
が
仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で
、

「
京
都
ブ
ラ
ン
ド
」は
非
常
に
重
要
な
要
素
で
す

が
、そ
れ
を
維
持
す
る
に
は
京
都
の
町
が
元
気
で
、

活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。同

様
に
日
本
茶
で
あ
れ
ば
、日
本
と
い
う
国
そ
の
も

の
が
元
気
で
な
い
と
困
り
ま
す
。地
域
を
、京
都

を
、そ
し
て
日
本
を
元
気
に
す
る
た
め
に
J
C
の

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
、最
終
的
に
は
会
社
の

発
展
や
、家
族
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
と
い
う
思
い

で
い
ま
す
。京
都
の
大
学
を
卒
業
し
て
、京
都
の
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
て
、愛
し
て
い
る
つ
も

り
で
し
た
。し
か
し
、青
年
会
議
所
に
入
る
と
、私

よ
り
遥
か
に
京
都
に
詳
し
く
愛
し
て
お
ら
れ
る

方
々
が
、京
都
を
思
っ
て
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。私
に
と
っ
て
、そ
れ
は
大
き
な
衝
撃
で
し
た
。

そ
ん
な
自
分
の
故
郷
を
愛
す
る
方
々
が
全
国
に
お

ら
れ
て
、生
ま
れ
た
町
で
会
社
を
興
し
、家
族
を
養

い
、地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
奮
闘
さ
れ
て
い
る

姿
を
た
く
さ
ん
見
て
き
て
、当
社
で
い
え
ば
山
城

町
に
本
社
を
構
え
て
仕
事
を
し
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
わ
れ
わ
れ

自
身
が
元
気
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、地
域
、京

都
、関
西
、日
本
、そ
し
て
世
界
の
こ
と
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
今
は
思
っ
て
い
ま
す
。

山
口
●
J
C
に
入
ら
れ
た
の
も
同
志
社
の
先
輩

が
ご
縁
で
、私
が
こ
う
し
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
も
同
志
社
と
い
う
つ
な
が
り
が
あ

る
か
ら
で
す
が
、同
志
社
人
で
よ
か
っ
た
と
思
わ

世界の茶に、より親しんでいただく
ことを目的に研究活動を行っている

『福寿園CHA研究センター』

茶の成分分析や微生物検査等を
行う化学実験室

3月26日、JCの対策本部長として
東北の被災地3県を応援訪問
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同志社人同士、人と人のつながりの
大切さを再認識
　副社長というお立場の方とお話できる機会は貴

重なので、非常にいい経験になりました。就職活動

では「企業の方」「学生」という立場でしか会話で

きませんが、同志社大学商学部で学んだ者同士と

いう目線でお話しいただけたのが、とてもうれしく

新鮮に感じました。ずっと京都で暮らしていなが

ら、それほど真剣に京都の街について考えたことが

ないと改めて気づき、自分のいる地域、京都、日本、

さらには世界にまで目を向けて考え、行動すること

の重要性がわかった気がします。私の祖父と父も

同志社で、世代を超えて同じカレッジソングを歌え

ることを素晴らしく思うとともに、同志社人同士の

つながりの深さを再認識したインタビューでした。

I N T E R V I E W E R

山口 礼以さん　商学部 4年次生

中学・高校と同志社女子で学ぶ。一般企業から講師を招くな
ど産業界に近く、「自分の夢が描きやすいと思い」商学部に進
学した。金融関係への就職を希望し、4年次の残り1年間は就
職活動をしながらファイナンシャルプランナーの資格取得
も視野に入れている。

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

福
井
●
同
志
社
は
人
同
士
の
関
係
が
密
接
で
す

よ
ね
。熱
い
志
を
持
っ
た
人
が
多
く
い
る
大
学
だ

と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
私
を
導
い
て
く
れ
る
先
輩

が
お
ら
れ
、め
ぐ
り
合
い
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
け

た
の
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

山
口
●
私
も
同
志
社
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ

と
が
多
い
で
す
。そ
こ
で
先
輩
と
し
て
、後
輩
の
私

た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

福
井
●
1
つ
は
、自
分
が
学
ぶ
大
学
の
あ
る
京
都

を
愛
し
て
卒
業
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

地
方
か
ら
来
て
い
る
人
は
や
が
て
そ
こ
へ
戻
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、4
年
間
を
過
ご
し
た
京

都
の
街
を
愛
し
、い
つ
ま
で
も
思
い
続
け
て
ほ
し

い
。京
都
は
私
た
ち
で
も
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
を
秘
め
て
い
ま
す
し
、そ
れ
が
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。あ
る
人
は「
歩
い
て
い
る
だ
け
で
探
し
物
が

見
つ
か
る
街
だ
」と
言
い
ま
し
た
が
、こ
れ
は
モ
ノ

で
は
な
く
心
の
探
し
物
の
こ
と
で
、迷
っ
て
い
る
時

に
自
分
の
気
持
ち
を
持
ち
直
せ
る
街
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。も
う
1
つ
は
J
C
で
も
話
し
て
い
る
こ

と
で
す
が
、世
界
一
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
が
力
を
つ
け
て

き
て
い
る
今
は
、地
域
ど
こ
ろ
か
日
本
で
一
番
で
も

生
き
残
る
の
は
難
し
い
。で
す
が
世
界
で
一
番
で
あ

れ
ば
、日
本
で
も
、当
然
地
域
で
も
一
番
で
す
。そ
ん

な
一
番
で
あ
れ
ば
、あ
る
い
は
世
界
に
通
用
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
た
り
え
る
人
が
1
人
で
も
多

く
い
れ
ば
、街
も
日
本
も
元
気
に
な
り
ま
す
。で
す

か
ら
、こ
れ
か
ら
大
学
を
出
て
社
会
人
に
な
り
、ど

ん
な
分
野
に
進
ま
れ
る
に
し
て
も
、世
界
一
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
●
J
C
で
は
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
際

し
て
、対
策
本
部
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
そ
う
で

す
が
。

福
井
●
過
去
の
災
害
に
お
い
て
も
、J
C
は
様
々
な

支
援
活
動
を
し
て
き
て
い
ま
す
が
、今
回
は
規
模

が
大
き
く
、会
員
や
O
B
も
た
く
さ
ん
被
災
し
ま

し
た
。と
に
か
く
こ
の
緊
急
事
態
に
J
C
と
し
て
最

大
限
可
能
な
こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
と
、ま
ず
は

全
国
か
ら
物
資
を
集
め
て
、地
震
発
生
の
4
日
後

に
は
現
地
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
が

で
き
た
の
は
、J
C
の
メ
ン
バ
ー
に
運
送
屋
さ
ん
も
、

石
油
を
扱
う
業
者
さ
ん
も
倉
庫
を
持
つ
人
も
い

て
、そ
の
力
を
結
集
で
き
た
か
ら
で
す
。現
役
の
会

員
だ
け
で
約
4
万
人
、卒
業
し
た
方
々
を
含
め
る

と
20
万
人
以
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
フ
ル
活
用
し
、

本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
の
力
を
お
借
り
で
き
ま

し
た
。実
際
、亡
く
な
ら
れ
た
り
行
方
不
明
の
会
員

も
い
ま
す
し
、地
域
の
J
C
ど
こ
ろ
か
街
自
体

が
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
先
に
は
経
済
の
復
興
が

控
え
て
い
ま
す
か
ら
、私
た
ち
に
求

め
ら
れ
る
の
は
、い
か
に
先
の
こ

と
を
考
え
て
手
を
打
つ
か
で
す
。

特
に
今
、必
要
な
の
は
、国
家
の
問

題
で
も
あ
る
風
評
被
害
に
よ
る
地

域
経
済
の
衰
退
で
す
。J
C
と
し
て

こ
の
緊
急
問
題
を
、次
代
を
担
う
青

年
の
責
務
と
し
て
解
決
し
て
い
き
ま

す
。偶
然
で
す
が
、10
年
後
を
見
据
え

て
果
敢
に
挑
む
こ
と
を
、今
年
の
活

動
の
柱
の
1
つ
に
掲
げ
て
い
ま
し

た
。20
年
や
30
年
後
で
は
な
く
、目

の
前
に
あ
る
10
年
後
で
す
。こ
の
10
年

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
れ
だ
け
明
確
に
描

け
る
か
が
、今
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思

う
の
で
す
。復
興
ま
で
に
は
長
く
か
か
る
で
し
ょ

う
が
、被
災
地
の
皆
さ
ん
に
も
、で
き
る
だ
け
明
る

い
10
年
後
の
絵
を
描
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
●
私
も
僅
か
な
力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、自

分
の
住
ん
で
い
る
街
の
こ
と
を
思
い
、自
分
に
で

き
る
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は
貴
重

な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※ 

現
・
独
立
行
政
法
人 
野
菜
茶
業
研
究
所

福井 正興さんに聞く株式会社 福寿園 取締役副社長 ・ 日本青年会議所会頭
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このシリーズは、毎号さまざまな分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。

級友の方々にとっては良き近況報告、学生諸君には将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。

自
分
の
描
い
た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

生
の
反
応
を

感
じ
取
る
面
白
さ
。

星加 精二郎さん【2004年 経済学部卒業】
株式会社阪急阪神百貨店  ラグジュアリー商品部 ラグジュアリー紳士服商品部 バイヤー

　
入
社
し
て
3
年
後
、阪
急
百
貨
店（
当
時
）が

新
た
に「
メ
ン
ズ
館
」を
開
館
す
る
こ
と
に
な
り
、

バ
イ
ヤ
ー
が
社
内
公
募
さ
れ
た
際
に
手
を
挙
げ

ま
し
た
。バ
イ
ヤ
ー
の
業
務
は
、店
舗
展
開
の
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
、そ
れ
に
基
づ
い
た
商
品
の
仕

入
れ
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
販
促
企
画
な
ど
実
に

多
彩
。そ
こ
か
ら
シ
ー
ズ
ン
ご
と
の
結
果
を
総
括

し
、ま
た
次
の
シ
ー
ズ
ン
に
つ
な
げ
る
と
い
う
サ

イ
ク
ル
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。現
在
の
部
署
で

は
、い
わ
ゆ
る
イ
ン
ポ
ー
ト
の
高
級
品
を
扱
っ
て

お
り
、1
階
の
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
、テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
、

ブ
ル
ガ
リ
、2
階
の
グ
ッ
チ
や
プ
ラ
ダ
、3
階
の
ト

ム 

フ
ォ
ー
ド
な
ど
が
担
当
で
す
。春
夏
物
を
1

月
と
秋
冬
物
を
6
月
、年
に
2
回
ほ
ど
パ
リ
や
ミ

ラ
ノ
な
ど
に
買
い
付
け
に
行
き
ま
す
が
、繁
忙
期

は
売
り
場
に
立
ち
、商
品
が
入
っ
た
段
ボ
ー
ル
を

担
い
で
走
り
回
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

バ
イ
ヤ
ー
と
い
う
と
華
や
か
な
仕
事
ば
か
り
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、実
際
は

地
味
な
仕
事
も
非
常
に
多
い
の
で
す
。

　
具
体
的
に
仕
事
を
進
め
て
い
く
上
で
、１
人
ひ

と
り
の
自
由
度
は
高
い
で
す
ね
。次
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
フ
ロ
ア
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
、上
司
と

の
相
談
で
大
枠
が
決
ま
れ
ば
、か
な
り
の
部
分
を

自
分
の
考
え
で
実
行
で
き
ま
す
。商
品
の
仕
入

れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、モ
デ
ル
を
起
用
し
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
、お
得
意
様
の
み
を
対
象
に
し

た
閉
店
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、一
般
の
路
面
店

で
は
で
き
な
い
、百
貨
店
な
ら
で
は
の
仕
掛
け
を

日
々
考
え
て
い
ま
す
。数
字
に
表
れ
な
い
要
素
を

拾
い
集
め
る
た
め
、数
十
人
い
る
各
シ
ョ
ッ
プ
の

店
長
に
、毎
日
必
ず
話
を
聞
く
こ
と
も
忘
れ
ま
せ

ん
。そ
ん
な
中
で
、自
信
を
持
っ
て
リ
リ
ー
ス
し

た
商
品
や
企
画
に
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
り
、

お
客
様
が
列
を
作
っ
て
く
れ
た
り
す
る
と
、こ
の

仕
事
を
や
っ
て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
実
感

し
ま
す
。自
分
が
思
い
描
い
た
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中

で
戦
略
を
立
て
、成
果
で
あ
る
お
客
様
の
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
生
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。と
て
も
面

白
く
、や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
私
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、経
営
者

的
視
点
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。私
は
紳
士
服
部
門
を
志
望
し
て
入
社
し
、

こ
れ
ま
で
そ
の
分
野
の
み
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で

き
ま
し
た
。し
か
し
百
貨
店
の
主
力
で
あ
る
婦
人

服
を
含
め
、あ
ら
ゆ
る
部
門
に
精
通
し
、様
々
な

お
客
様
の
声
か
ら
百
貨
店
に
何
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
を
感
じ
取
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。た
だ
単
に
モ
ノ
を
売
る
だ
け
で
な
く
、阪
急

阪
神
百
貨
店
と
し
て
、お
客
様
の
支
持
を
得
る
独

自
性
を
い
か
に
強
め
て
い
く
か
が
、厳
し
い
競
争

の
中
で
は
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
後
輩
の
学
生
た
ち
に
は
、何
事
に
も
ま
ず
ト

ラ
イ
し
て
み
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。色
々
な
も
の

を
見
聞
き
し
て
、少
し
で
も
興
味
が
わ
け
ば
深
く

追
求
し
、望
む
も
の
と
違
え
ば
別
の
も
の
を
探
せ

ば
い
い
の
で
す
。学
生
は
本
当
に
自
由
で
、あ
る

程
度
の
こ
と
は
許
さ
れ
ま
す
し
、私
自
身
、学
生

時
代
に
経
験
し
た
こ
と
が
生
き
て
い
る
と
今
に

な
っ
て
気
づ
き
ま
す
。多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
て

得
た
経
験
は
、社
会
に
出
て
も
決
し
て
無
駄
に
は

な
り
ま
せ
ん
よ
。

大学時代はTシャツ研究会に所属し、自分でデザインしたTシャツの露店販売や展示会の開催、時には音楽とコラ
ボレートしてクラブでイベントを開いたことも。百貨店の店頭では、4年間アルバイトしたコーヒーショップで、自己流
の接客を求められた経験が生きていると言う。阪急阪神百貨店に入社して最も思い出深いと語るのが、「メンズ
館」を立ち上げた時のこと。自分が担当した売り場のオープン時、前夜から並んだ人を含めて約1,000人以上の来
店客が列を作ったが、先頭で開店を待っていたのは、何と愛知県からのお客様。「ずっと楽しみにこの日を待ってい
ました」そう聞いて、すべての苦労や疲れが吹き飛んだそうだ。休日の過ごし方を問われると、「やはり服を見に出か
けることが多いです。自分にとってはそれが癒しなので」と屈託なく笑った。
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M Y  J O B , M Y  L I F E と
第50回

お
客
さ
ま
や
ス
タ
ッ
フ
の
喜
び
の
笑
顔
が
、

自
分
自
身
の
や
り
が
い
。

迫水 祐子さん【2002年 商学部卒業】
三井住友銀行  西神中央支店  お客さま相談一課 課長

　
大
学
時
代
、予
備
校
で
チ
ュ
ー
タ
ー
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
て
、受
験
生
の
相
談
に
の
っ
て
い

ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
の
で
、就
職
に
関

し
て
も
、人
と
密
に
接
し
て
色
々
な
お
手
伝
い
を

し
た
い
、そ
れ
が
人
生
に
関
わ
る
仕
事
な
ら
や
り

が
い
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
し
た
。ち
ょ

う
ど
三
井
住
友
銀
行
で
は
私
が
就
職
活
動
を
し

て
い
る
時
に
、個
人
の
お
客
さ
ま
の
資
産
に
関

す
る
ご
相
談
に
解
決
策
を
提
案
し
て
い
く
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
サ
ー
ビ
ス（
C
S
）職
と
い
う
職
種

が
、他
行
に
先
駆
け
て
ス
タ
ー
ト
。こ
れ
こ
そ
私

の
希
望
す
る
仕
事
だ
と
思
っ
た
の
が
入
行
の
理

由
で
す
。銀
行
員
に
な
っ
て
9
年
、そ
の
大
半
を

個
人
の
お
客
さ
ま
に
対
応
す
る
部
署
で
過
ご
し
、

人
の
役
に
立
て
る
こ
と
、「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
の
喜
び
が
、や
は
り
自
分
の
原

点
で
あ
り
、や
り
が
い
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
資
産
に
関
す
る
ご
相
談
と
い
っ
て
も
、当
行
と

お
取
り
引
き
い
た
だ
い
て
い
る
お
金
の
み
が
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、お
預
か
り
し
て
い
る
全

額
を
運
用
す
る
ご
提
案
を
す
る
と
は
限
ら
な
い

の
で
す
。そ
れ
が
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
運
用
す
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
金
額
か
ど
う
か
、ご
家
族
の
こ

と
、趣
味
の
こ
と
、退
職
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な

ど
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
お
話
し
な
が
ら
、将
来

に
備
え
る
た
め
の
お
金
、今
の
楽
し
み
に
使
う
お

金
な
ど
の
配
分
を
ご
相
談
し
て
、適
切
な
運
用
方

法
を
ご
提
案
し
ま
す
。時
に
は
私
生
活
の
部
分
に

ま
で
踏
み
込
ん
で
お
客
さ
ま
と
お
話
を
し
、文
字

通
り
お
一
人
お
ひ
と
り
の
生
活
設
計
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。昨
年
か
ら
課
長
と
な
り
、30

人
ほ
ど
の
ス
タ
ッ
フ
を
束
ね
る
立
場
に
な
り
ま

し
た
が
、私
自
身
も
ス
タ
ッ
フ
も「
何
よ
り
も
お

客
さ
ま
の
た
め
に
」と
い
う
姿
勢
は
共
有
で
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
た
の
で
、特
に
上
司
・
部
下
と

い
う
関
係
を
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ

以
前
は
自
分
１
人
の
範
囲
で
お
客
さ
ま
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
十
分
で
し
た
が
、今
は
ス
タ
ッ

フ
の
み
ん
な
が
喜
ぶ
顔
を
見
る
の
が
う
れ
し
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、お
客

さ
ま
の
笑
顔
な
し
に
そ
れ
は
あ
り
え
ま
せ
ん
し
、

ス
タ
ッ
フ
が
成
長
し
て
成
果
を
出
し
、先
輩
の
指

導
で
後
輩
が
育
っ
て
い
く
、そ
う
い
う
姿
を
見
る

こ
と
こ
そ
が
管
理
職
の
醍
醐
味
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、自
分
が
考
え
て
い
る
こ
と
を「
伝

え
た
」で
は
な
く
、「
伝
わ
っ
た
」で
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
常
に
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

自
分
本
位
で
は
な
く
、相
手
が
理
解
し
て
初
め
て

「
伝
わ
っ
た
」の
で
す
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
本
当
に
重
要
で
す
。

　
学
生
時
代
を
振
り
返
っ
て
後
悔
し
て
い
る
の

は
、試
験
の
た
め
の
勉
強
し
か
せ
ず
、知
識
が
今

の
自
分
の
中
に
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
こ
と
で

す
。大
学
の
4
年
間
は
本
来
、も
っ
と
深
い
勉
強
、

暗
記
で
は
な
く
本
質
を
学
ぶ
た
め
の
時
間
だ
っ

た
と
、今
に
し
て
思
い
ま
す
。社
会
に
出
て
か
ら

上
手
に「
運
用
」で
き
る「
資
産
」を
4
年
間
で
得

ら
れ
る
よ
う
、後
輩
の
学
生
た
ち
に
は
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

神戸にある自宅から、往復4時間かけて大学に通った。サークル活動をするゆとりはなく、授
業と予備校のアルバイトで過ぎていった4年間だったが、「それなりに充実した時間でした
よ」と笑う。入行10年目を前にして課長に昇進し、将来の目標は支店長。「自分がつくるとした
ら、みんなが笑顔で仕事ができる支店。地域の方 に々『あのお店、温かいね』と言っていただ
けるような支店が理想ですね」。行内の女性管理職は増加しており、実際に支店長職に就
いている人も。産休明けの復帰プログラムをはじめ、結婚・出産を経た女性のバックアップ
は充実している。「それらを経験したほうがお客様の気持ちにもっと寄り添えますし、せっか
くの制度も利用したいのですが（笑）」今のところ、予定はまだないそうだ。
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各詳細は、学内掲示板や HP などでご確認ください。

今出川校地学生支援課では、より多くの方に、寒梅館のイベントをきっか
けとして本学および本学学生の活動に関心を持っていただくために、私
たちとともに催しを盛り上げていただける方を募集しております。お申し
込みは、今出川校地学生支援課窓口にて随時受付中です。

【対象】 一般・他学生（本学学生・教職員は対象外）　
【会費無料】
【特典】 寒梅館イベント情報の郵送（希望者のみ）、案内メール配信、映画招
待券やコンサート入場券のプレゼント（抽選）・入場料割引、学生団体によ
る公演・お芝居等へのご招待、寒梅館レストランでの割引　etc.

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270

Hardience（ハーディー友の会）メンバー募集中！

開講期間中の毎週火曜日、寒梅館のミニシアター・クローバーホールでは、
映画史に残る名作を中心に様々なイベントを開催します。

【会場】 寒梅館クローバーホール（地階）　【料金】 入場無料
●6月7日（火）　  《EUフィルムデーズ関連企画》映画上映＆講演
　　　　　　  　 講師：赤坂太輔氏　＊詳細未定
●6月14日（火）　《EUフィルムデーズ関連企画》
　　　　　　　  ストローブ=ユイレ作品上映　＊詳細未定
●6月21日（火）　映画上映　＊詳細未定
●6月28日（火）　映画上映　＊詳細未定

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。
※春学期は7月初旬までを予定しています。秋学期は10月から再開予定です。

クローバーシアター

【京田辺校地ハローホール】（時間は予定）
●6月2日（木）　  ピアノ研究会 「定期演奏会」
●6月7日（火）　  プロレス同盟 「プロレス興行」
●6月11日（土）　F.S.S.「オープンホールコンサート」
●6月18日（土）　One Voices「新入生ライブ」
●6月22日（水）、23日(木)　陶芸サークル「土夢」　「作品展」
●6月25日（土）　とんがりぼうし 「2回コン」
●6月29日（水）　喜劇研究会 「お笑いライブ」
●6月30日（木）、7月1日（金）　F.B.I.「6月上映会」
●7月9日（土）　  I.P.C.「7月ライブ」
●7月16日（土）　F・A・C「新入生ライブ」
●9月17日（土）　F・A・C「定期演奏会」
●9月30日（金）　軽音楽部 「CDコンサート」

【今出川校地寒梅館クローバーホール】
●6月24日（金）　F.B.I.「6月上映会」

【学外】
●6月18日（土）　交響楽団 「第50回同立交歓演奏会」
1000円　京都コンサートホール大ホール

（京都市営地下鉄烏丸線 北山駅下車 1番出口 南へ徒歩3分）
●6月25日（土）　混声合唱団こまくさ「サマーコンサート」
1000円　文化パルク城陽プラムホール

（近鉄寺田駅下車東口より南へ線路沿いに直進450メートル徒歩 約10分）

♪観に行こう聴きに行こう♪ ―学生団体6月～9月の活動予定―

時間未定

12：30 〜

12：00 〜

時間未定

11：00 〜

10：00 〜

13：00 〜

12：30 〜

13：00 〜

11：30 〜

時間未定

15：00 〜

12：30 ～（12：00）

18：00 ～（17：00）

14：00 ～（13：30）

●6月28日（火）～7月3日（日）　
クラマ画会「前期展」
無料　ギャラリーカト（京都市中京区寺町御池下る）
●8月17日（水）～8月22日（月）　クラマ画会「同立展」
無料　ギャラリー北野（東西線「京都市役所前駅」下車、河原町通りを南へ徒歩2分）
●9月5日（月）～9月9日（金）
機械研究会「全日本学生フォーミュラ大会」
無料　小笠山総合運動公園エコパ
●9月11日（日）　マンドリンクラブ「福岡地方演奏会」
前売600円、当日800円　ももちパレス大ホール

（地下鉄藤崎駅より徒歩1分 2番出口）
●9月13日（火）～9月15日（木）
クラマ画会「7大学合同展」
無料　京都市勧業館（東西線「東山駅」より徒歩約8分）

10：00 ～18：00（最終日は17：00まで）

11：00 ～19：00

7：00 ～18：00

午後予定

9：00 ～17：00（最終日は16：00まで）

開催日時、会場、対戦校、料金などは変更になる場合があります。
【サッカー部】
●6月12日（日）14:00 ～　関西学生サッカーリーグ第9節
　対戦校：立命館大学　会場：長居スタジアム
●6月18日（土）11:30 ～　関西学生サッカーリーグ第10節
　対戦校：関西大学　会場：高槻市立総合スポーツセンター
●6月26日（日）14:00 ～　関西学生サッカーリーグ第11節
　対戦校：近畿大学　会場：J－GREEN堺（メインフィールド）

【水泳部】
●7月29日（金）～31日（日）　関西学生選手権
　会場：大阪プール　入場無料
●9月2日 （金）～ 4日（日）　日本学生選手権
　会場：横浜国際プール　要入場料

【ラグビー部】
●6月4日（土）　時間未定　定期戦
　対戦校：立教大学　会場：立教大学グラウンド
●6月5日（日）　時間未定　定期戦
　対戦校：慶應義塾大学　会場：伊那市陸上競技場

応援に行こう！～体育会試合日程

寒梅館ホールや会議室、アトリウムを使って夏まつりを開催します。2006
年にスタートした寒梅館夏まつりは、地域のイベントとして定着し、今年も
子どもたちが楽しみにしています。クラブ・サークルの皆さんが日頃培っ
ているスキルを生かして、地域の小学生向けのイベントを企画してみませ
んか？茶道体験、アナウンサー体験、模型展示などこの夏、ボランティアス
タッフとなって子どもたちと一緒に遊んでくれる団体を大募集します。

【開催日時】 8月27日（土）13:00 ～16:00
【スタッフ募集対象】 同志社大学学部生
【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270

「寒梅館夏まつり～お兄さんお姉さんと遊ぼう～」
学生ボランティアスタッフ募集

「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の毎週木曜日、映画上
映を中心に多彩なイベントを開催します。

【会場】 寒梅館ハーディーホール　
【料金】 本学学生・教職員はすべて無料
＜cinema＞
●6月2日（木）　  《EUフィルムデーズ》 『アンナと過ごした4日間』
　　　　　　　   ＊詳細未定
●6月9日（木）　  《EUフィルムデーズ》 『プリンセス マヤ』 ほか上映
　　　　　　  　＊詳細未定
●6月10日（金）　《EUフィルムデーズ》 『ツイステッド・ルーツ』 ほか上映
　　　　　　  　＊詳細未定
●6月16日（木）　《EUフィルムデーズ関連企画》 『バリエラ』 ほか上映　
　　　　　　  　＊詳細未定
●6月23日（木）　新作映画試写会　＊詳細未定
●6月30日（木）　映画上映　＊詳細未定

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。
※春学期は7月初旬までを予定しています。秋学期は10月から再開予定です。

ＷＯＴ（ワット）＝“What’s on Thursdays!”
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昨年に引き続き、下記の日程で「同志社大学キャンパスフェスタ」を開催
し、校友の皆さま、在学生のご父母、受験生などとの交流を行います。内容

は、八田学長による大学紹介、講演会、キャリア支援や入試に関する説明な
ど盛りだくさんです。皆さまのご参加をお待ちしています。

2011年度「同志社大学キャンパスフェスタ」開催

全国の同志社生との絆をよりいっそう深めるため、「同志社フェアin函
館」を開催します。同志社大学の原点とも言える「新島襄の脱国の地」に大
学関係者、卒業生、在学生父母など同志社に連なる人々が一堂に会し、新
島先生の想いを改めて心に刻む機会とします。

同志社フェア in 函館

詳細はHP（http://www.doshisha.ac.jp/alumni/info/c_festa.html）
【お問い合わせ先】 企画部広報室  校友・父母課　TEL：075- 251- 3009

詳細はＨＰ（http://www.doshisha.ac.jp/alumni/）
【お申し込み・お問い合わせ先】 
企画部広報室　校友・父母課　TEL：075- 251- 3009

開 催 地

仙 台

福 井

東 京

鹿 児 島

静　 岡

山 形

広 島

京 都

開 催 日

10月1日（土）

10月8日（土）

10月10日（月・祝）

10月23日（日）

10月29日（土）

11月19日（土）

11月26日（土）

11月6日（日）

会　場
KKR　HOTEL　SENDAI　
JR「仙台」駅 徒歩15分、
市営地下鉄 「勾当台公園」駅 徒歩7分

福井パレスホテル　JR 「福井」駅 徒歩12分

六本木アカデミーヒルズ49
地下鉄日比谷線 「六本木」駅 徒歩3分

みなみホール　
「鹿児島中央」駅から市営バス16-2番線 鴨池港行き
で「与次郎1丁目」下車、徒歩2分

（交流交歓会会場：鹿児島サンロイヤルホテル）

ツインメッセ静岡　新静岡センター5番線または
JR「静岡」駅北口 13番線(エクセルワードビル前)
から登呂コープタウン行きまたは南警察署経由小
鹿営業所行き15分。「南郵便局ツインメッセ前」下車

山形グランドホテル　JR 「山形」駅 徒歩15分

広島グランドインテリジェントホテル
JR「広島」駅 徒歩7分

※ホームカミングデー2011として開催
同志社大学今出川キャンパス

日　時 ・ プログラム

6月12日（日）
13：30 ～17：10
全国同志社卒業生との集い
17：30 ～19：00
交流交歓会（会費3,000円）

6月13日（月）
10：15 ～17：00頃

“同志社フェア特別企画”
新島足跡ツアー
－ゆかりの地を訪ねて－

6月14日（火）
11：00 ～11：40

「新島襄海外渡航の地碑」
碑前祭

会　場 ･ 内　容

ロワジールホテル函館（ＪＲ「函館」駅 徒歩1分）
内容：八田学長による大学近況報告、ラグビー元
日本代表の大八木淳史氏による講演、神学部本
井康博教授による講演、函館水産高校の生徒に
よる寸劇・交流交歓会　等
※ユーストリームにて生中継をします。

（http://www.doshisha.ac.jp/alumni/）

行程：JR「函館」駅＝新島襄ブロンズ像…新島襄
海外渡航碑＝ハリストス正教会＝五島軒…山ノ
上大神宮＝五稜郭＝函館千歳教会＝遺愛学園＝
ＪＲ「函館」駅　（バス＝、徒歩…）
参加費：8,000円（昼食付）

「新島襄海外渡航の地碑」前（函館市大町11）
（函館市電　「末広町」駅徒歩7分）

【京田辺校地ハローホール】 入場無料
●6月15日(水)　映画上映「ソーシャルネットワーク」
　　　　　　　  12:30 ～／15:00 ～／17:30 ～
●7月6日(水)　 17:15 ～
　　　　　　　  アコースティックギターコンサート「わたなべゆう」
●7月20日(水)　17:15 ～
　　　　　　　  ドラム＆パーカッションリズムバトル「からくリズム」

【お問い合わせ先】 京田辺校地学生支援課　TEL：0774- 65-7413

♭ふらっとプログラム

同志社大学には、建学以来脈々と受け継がれてきたキリスト教主義教育、
新島襄の建学の教育理念、そしてその実践といった建学の精神と伝統が
あります。Doshisha Spirit Weekは、キリスト教主義教育や創立者新島
襄について触れ、同志社人としてのアイデンティティを高めることを目的
として、2003年から始まりました。期間中は、講演や展示などさまざまな
企画を行います。

【期間】 5月30日（月）～6月4日（土）
＜京田辺校地＞
●展示　「いま、『　儻不羈（てきとうふき）なる書生』を考える」
　　　　（同志社大学ラーネッド記念図書館主催／同志社大学キリスト教
　　　　 文化センター、同志社社史資料センター協力）
7月31日（日）まで　図書館開館時間中
　　　　　　　　　ラーネッド記念図書館2階展示コーナー
●演舞　－カレッジソング指導－
5月30日（月）12:30 ～  応援団　多目的ホール前広場
　　　　　　　　　　  （天候によってはローム記念館劇場空間）
●京田辺水曜チャペル・アワー
6月1日（水）10:45 ～　「人一人ハ大切ナリ」
　　　　　　　　　　  心理学部長　鈴木直人
　　　　　　　　　　  知真館1号館111番教室
●講演
6月1日（水）13:15 ～　「同志社で学んだ人たち」
　　　　　　　　　　  キリスト教文化センター所長、神学部教授　原誠
　　　　　　　　　　  知真館2号館101番教室
6月3日（金）13:15 ～　「新島襄の弁解」
　　　　　　　　　　  同志社大学名誉教授　北垣宗治
　　　　　　　　　　  知真館2号館201番教室
＜今出川校地＞
●展示　「まかれた種　－神戸女学院と同志社－」
　　　　（同志社社史資料センター主催）
7月31日（日）まで 10:00 ～17:00（土・日は16:00まで）
　　　　　　　　　　  Neesima Room（ハリス理化学館2階）
●今出川火曜チャペル・アワー
5月31日（火）17:30 ～「同志社大学に学んで」
　　　　　　　　　　  同志社大学名誉教授　井上勝也
　　　　　　　　　　  クラーク・チャペル（クラーク記念館2階）
●今出川水曜チャペル・アワー
6月1日（水）10:45 ～　「与えなさい。そうすれば…」
　　　　　　　　　　  神学部教授　石川立
　　　　　　　　　　  クラーク・チャペル（クラーク記念館2階）
●講演
5月31日（火）9:00 ～　「新島襄とセイヴォリー船長」
　　　　　　　　　　  神学部教授　本井康博
　　　　　　　　　　  明徳館21番教室
5月31日（火）15:00 ～「アメリカの新島襄」
　　　　　　　　　　  法学部教授　伊藤彌彦
　　　　　　　　　　  尋真館40番教室
●キャンパスめぐり隊
6月2日（木）13:15 ～　「新島旧邸をめぐる」
　　　　　　　　　　 案内人：神学部教授　本井康博
 　　　　　　　　　　 良心碑前集合

【お問い合わせ先】 キリスト教文化センター
京田辺校地　TEL：0774- 65-7370
今出川校地　TEL：075- 251- 3320
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将
棋
を
始
め
た
の
は
小
学
校
3
年
生
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時
。母
の

友
人
か
ら
近
所
の
将
棋
教
室
に
誘
わ
れ
、1
年
生
の

妹
と
一
緒
に
通
い
始
め
ま
し
た
。将
棋
だ
け
で
な
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礼
儀
や
マ
ナ
ー
に
も
厳
し
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教
室
で
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そ
ち
ら
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効
果
を
期
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し
て
い
た
よ
う
で
す
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初
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頃
は

ま
っ
た
く
面
白
く
な
く
、し
か
も
教
室
で
女
の
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私
た
ち
2
人
だ
け
。妹
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い
つ
辞
め
よ
う
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よ
く

話
し
て
い
ま
し
た
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こ
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が
、将
棋
を
始
め
て
1
年

目
に
も
か
か
わ
ら
ず
、大
阪
府
の
小
学
生
大
会
の
3

人
1
組
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団
体
戦
に
妹
を
含
む
チ
ー
ム
で
出
場
し
、

準
優
勝
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
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つ
楽
し
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を
そ

こ
で
初
め
て
覚
え
、将
棋
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。中
学
を
卒
業
す
る
ま
で
は
、週
に
3
回
放
課

後
に
教
室
に
通
っ
て
練
習
を
重
ね
、家
で
は
本
を
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む
な
ど
し
て
勉
強
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日
に
は
関
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将
棋
連
盟
の
道

場
へ
指
し
に
行
き
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を
磨
き
ま
し
た
。

　
中
学
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は
1
年
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と
3
年
生
で
全
国
優
勝
。高
校
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進
ん
で
か
ら
は
、年
3
回
行
わ
れ
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全
国
大
会
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合
計
8
回
出
場
し
た
う
ち
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勝
で
負
け
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年
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ベ
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わ
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す
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ラ
イ
バ
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で
す
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ら
、そ
の
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で
1
度
優
勝
す

る
と
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絶
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負
け
た
く
な
い
、1
番
で
あ
り
続
け

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。元
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が
負
け
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嫌
い
な
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で
、意
地
も
あ
り
ま
し
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ね
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で
い
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友
達
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ま
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思
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。

　
妹
は
高
校
1
年
生
で
プ
ロ
の
道
へ
入
り
ま
し
た
。私

も
小
さ
い
頃
は
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、高
校
生
あ
た
り
か
ら
将
棋
の
世
界
の
厳
し
さ
も

わ
か
り
始
め
、自
分
が
プ
ロ
向
き
の
性
格
で
は
な
い
と

自
覚
し
て
い
ま
し
た
。全
国
大
会
な
ど
大
き
な
対
局

の
前
に
は
眠
れ
ず
、ご
飯
も
の
ど
を
通
ら
な
い
ほ
ど
気

持
ち
が
張
り
つ
め
ま
す
。負
け
る
こ
と
が
強
烈
な
ス
ト

レ
ス
に
な
り
、勝
ち
負
け
の
世
界
の
怖
さ
を
知
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。そ
う
い
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意
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で
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プ
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す
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し
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よ
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友
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よ
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係
で
す
。男
性
ば
か
り
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中
で

も
妹
が
い
る
と
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強
い
で
す
し
、彼
女
な
し
で
は
将
棋

を
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こ
ま
で
続
け
て
こ
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な
か
っ
た
と
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い
ま
す
。

　
先
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は
あ
ま
り
考
え
な
い
よ
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ま
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が
、当
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は
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全
日
本
学
生
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